







第 1 4 3 号 （ 2 0 0 7 年 1 月 2 9 日 ） 毎 週 月 曜 日 発 行 





○●○ ランチョンセミナーのご案内 ○●○ 
日時：平成１９年 1月３０日（火）１２時１０分～１２時４０分 
場所：角間キャンパス総合教育棟 A1講義室 





















 開会の挨拶 鹿野勝彦（金沢大学副学長・教育担当理事） 
 講演(13:35-15:35) 
   館 昭（桜美林大学大学院教授） 
     「学士課程の意義と個々の授業、そして成績評価」 
    半田 智久(静岡大学大学教育センター教授) 
      「ユニバーサルなものにはユニバーサルに :  
基幹システムとしての fGPAと UDexへの方向性」 
 シンポジウム(15:45-17:30)  
       報告 
     向 智里（金沢大学大学院自然科学研究科教授） 
       「薬学部における GPAの活用について」 
     山崎 光悦（金沢大学大学院自然科学研究科教授） 
「工学部の GPAの導入と活用状況」 


























ある」機関のリストを公表）、DMに対する捜査権を FBIに付与（”Diploma Mill Task Force”の設置）
などの対応策が講じられています。 
 我が国でも、インターネットの普及と Eラーニングの登場、大学院進学者増や学位への関心の高揚
といった状況を背景に、DMが広くかつ深く侵入してきているようです。怖いのは、その団体・機関
が授与しようとする学位が、一般の人々には、DM学位か否かの見極めがつきにくいという点です。 
単に名誉欲を充たしたいがためではなく、何らかの理由で特定専攻分野の大学院学位が必要という
方もおられるかもしれませんが、皆さん、この DM学位には、くれぐれも用心しましょう。 
（文責：評価システム研究部門 早田幸政） 
